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2011年3月11日、未曾有の大震災により、日本中が混乱に包まれた。
被害が広範囲に及ぶなか、自衛隊や救急隊などの懸命な救援活動や復旧活動が行われた。
メディアに取り上げられることは多くはないが、建設業も自らの役割を認識し、震災直後から
被災地のために動いた組織の一つである。二次災害の危険性のある地域でも
冷静な対応がなされ、被害に遭った多くの地域で応急復旧が果たされた。
第1回「動」では、東日本大震災直後の建設業の活動例を3つ紹介し、
災害時に建設業が果たした役割を振り返る。

【 第1 回 】

インフラの
復旧

暮らしのために動く
大林組 鰐川浄水場の復旧

P.12

啓開 輸送路確保のために動く
五洋建設 仙台塩釜港の航路啓開

P.16

建設業の
BCP

先駆けて動く
大成建設 災害想定訓練と初動

P.20

文：清水 潤　写真：日建連東北支部広報誌D’ewsより抜粋

動
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東
日
本
大
震
災
は
東
北
地
方
だ
け
で

な
く
、
関
東
に
も
爪
痕
を
残
し
た
。
茨

城
県
南
東
部
に
あ
る
鹿
島
港
周
辺
の
臨

海
工
業
地
帯
は
津
波
の
被
害
を
受
け
、

鹿
嶋
市
、
神
栖
市
の
一
帯
で
は
、
液
状

化
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
直
撃
。
大
林
組

も
震
災
当
日
の
三
月
十
一
日
か
ら
鹿
嶋

市
、
神
栖
市
に
社
員
が
次
々
と
入
り
復

旧
活
動
を
開
始
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
な
か
で
三
月
十
六
日
、
水
道
事

業
を
管
轄
す
る
茨
城
県
企
業
局
か
ら
大

林
組
東
京
本
店
に
電
話
が
入
る
。
神
栖

市
内
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
鰐
川

浄
水
場
の
復
旧
工
事
の
要
請
で
あ
っ
た
。

震
災
直
後
か
ら
地
元
の
建
設
会
社
が
復

旧
工
事
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
場
内

の
被
害
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
と
て
も

対
応
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
神
栖
市
の
上
水
は
、
通
常
は
二
カ
所

の
浄
水
場
か
ら
給
水
さ
れ
て
い
る
。
鰐

川
浄
水
場
か
ら
二
万
二
〇
〇
〇
立
方
㍍

（
一
日
最
大
三
万
立
方
㍍
）、
鹿
島
浄
水

場（
鹿
行
水
道
事
務
所
）か
ら
八
〇
〇
〇

立
方
㍍
。
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
鰐
川
浄
水
場
が
機
能
停
止
に

陥
っ
た
た
め
、
神
栖
市
内
の
八
割
に
あ

た
る
二
万
八
〇
〇
〇
世
帯
で
断
水
し
、

復
旧
の
目
途
が
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
同
社
に

寄
せ
ら
れ
た
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
翌

三
月
十
七
日
、
大
林
組
の
営
業
担
当
者

が
現
地
確
認
に
入
っ
た
の
ち
、
東
京
本

店
土
木
事
業
部
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
第
三
課
担
当
課
長
の
中
本
伸
夫
さ
ん

が
現
場
統
括
者
に
選
ば
れ
、
十
八
日
に

中
堅
の
工
事
担
当
者
と
と
も
に
現
地
入

り
し
た
。「
鰐
川
浄
水
場
に
到
着
後
、
す

茨
城
県
で
も
液
状
化
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
が
発
生

浄
水
場
の
送
水
機
能
が
停
止
す
る

液状化による
鰐川浄水場の被害状況
液状化により地面は凸凹に
なり、地中の連絡管が損傷
した。右写真の中央を斜め
に走っているのは共同溝の
上の地面。共同溝は沈下あ
るいは隆起し、開いた目地
から地下水と土砂が流入し
た（上写真）。

地元の力と協働し
2万8000世帯への
送水再開を果たす

暮らしのために動く

大林組 鰐川浄水場の復旧

茨城県神栖市に
水道水を供給する
鰐川浄水場

な
損
傷
が
予
測
さ
れ
た
。
実
際
の
損
傷

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
連
絡
管

を
す
べ
て
掘
り
起
こ
し
て
点
検
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
か
な
り
の
時
間

を
要
し
た
。

　
さ
ら
に
施
設
に
沿
っ
て
地
下
を
巡
っ

て
い
る
共
同
溝
の
被
害
も
深
刻
だ
っ
た
。

「
共
同
溝
は
液
状
化
に
よ
り
沈
下
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
逆
に
隆
起
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
れ
は
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
」
と
石
原
口
さ
ん
。
共
同

溝
の
目
地
が
開
い
た
り
、
ず
れ
た
り
し

て
土
砂
と
地
下
水
が
流
入
し
て
お
り
、

内
部
に
設
置
さ
れ
た
水
処
理
薬
の
輸

送
管
や
検
水
管
が
埋
ま
っ
て
、
被
害
状

況
の
確
認
も
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
土
砂
の
量
は
約
三
〇
〇
立
方
㍍
。

石
原
口
さ
ん
は
人
力
で
は
埒
が
あ
か
な

い
と
、
急
遽
バ
キ
ュ
ー
ム
車
を
手
配
し
、

二
十
三
日
か
ら
昼
夜
間
体
制
で
土
砂
の

撤
去
作
業
を
始
め
た
。

震災への対応 防災への取り組み

県中央地域

鹿行地域

鹿行水道事務所

神栖市

県南地域

県西地域

鰐川浄水場

鰐川浄水場の応急復旧工事
1 復旧工事の進む上水エリアの様子。2 大きく損傷した連絡管の撤去作業。3 伸縮
可とう管の現地補修。4 工事完了日（4月12日）の現場。夜9時にすべての連絡管を
つなぎ終えた。5 共同溝の開いた目地から侵入した土砂はバキュームで除去した。

1

2

3

4

5

ぐ
に
浄
水
場
の
管
理
者
の
方
、
当
社
の

鹿
島
地
区
震
災
対
策
総
合
工
事
事
務
所

の
所
長
、
営
業
担
当
者
と
場
内
を
視
察

し
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
工
事
担
当
者
を
さ
ら
に
増

員
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
す
ぐ

に
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
も
交
え
た
七
名
の

体
制
を
組
み
ま
し
た
」。
ほ
か
の
現
場

で
復
旧
工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
東
京
本

店
土
木
事
業
部
工
事
計
画
部
施
工
計
画

第
一
課
の
石
原
口
一
人
さ
ん
も
駆
け
つ

け
た
。

　
場
内
は
約
一
一
㌶
の
敷
地
に
上
水
と

工
業
用
水
を
つ
く
る
施
設
が
あ
り
、
敷

地
の
六
割
以
上
が
液
状
化
の
被
害
を
受

け
て
い
た
。
水
処
理
を
行
う
取
水
ポ
ン

プ
棟
、
沈
澱
池
、
急
速
ろ
過
池
、
中
間

ポ
ン
プ
室
、
浄
水
池
、
送
水
ポ
ン
プ
棟

な
ど
の
諸
施
設
は
支
持
杭
を
打
設
し
て

い
た
の
で
ほ
ぼ
健
全
だ
っ
た
。
し
か
し
、

各
施
設
間
に
処
理
水
を
通
す
た
め
に
地

中
に
埋
設
さ
れ
た
連
絡
管
に
つ
い
て
は
、

施
設
に
近
い
箇
所
を
掘
り
出
し
た
と
こ

ろ
、
連
絡
管
の
一
部
に
使
わ
れ
て
い
る

伸
縮
可
と
う
管
は
五
〇
㍉
の
許
容
偏
心

量
を
超
え
た
変
位
に
耐
え
ら
れ
ず
破
損

し
て
い
た
。
ま
た
、
連
絡
管
の
接
合
部

で
は
脱
管
や
漏
水
箇
所
も
あ
り
、
大
き

掘
削
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

連
絡
管
の
損
傷
状
況

写真提供：大林組（インタビュー写真、特記有りは除く）
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に
す
べ
て
の
連
絡
管
を
つ
な
ぎ
終
え
た
。

そ
の
後
、
水
質
試
験
、
試
験
送
水
な
ど

を
経
て
、
断
水
し
て
い
た
地
域
の
水
道

水
が
十
九
日
に
復
旧
し
た
。

　
工
事
完
了
後
、
被
害
が
大
き
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
一
カ
月
で
上
水

が
復
旧
で
き
た
こ
と
に
、
茨
城
県
企
業

局
か
ら
大
林
組
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

中
本
さ
ん
は
達
成
感
と
と
も
に
、
無
事

工
事
を
終
え
ら
れ
た
の
は
、
地
元
も
含

め
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
業
者
の
お
陰
だ

っ
た
と
語
る
。「
た
と
え
ば
、
配
管
材
料

の
手
配
に
は
地
元
商
社
の
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
本
来
な
ら
製
作
に
二
カ
月
近

く
か
か
る
特
注
品
も
、
他
の
現
場
用
に

製
作
し
て
あ
っ
た
も
の
を
こ
の
現
場
に

優
先
し
て
手
配
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
昼
夜
間
体
制
は
私
た
ち
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
水
場
の
運
転
管
理

に
携
わ
る
方
々
も
総
動
員
で
勤
務
さ
れ

て
い
た
の
で
す
」。

　
工
事
を
担
当
し
た
当
社
の
職
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
、
水
を
待
っ

て
い
る
市
民
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て

果
た
し
た
復
旧
だ
っ
た
。

施
設
建
設
に
携
わ
っ
た
県
O
B
の
協
力

を
得
な
が
ら
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
今
回
の
工
事
は
で
き
る
だ
け
早

期
の
送
水
再
開
を
目
指
す
仮
復
旧
ま
で

と
し
、
本
復
旧
工
事
は
後
日
改
め
て
行

う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
最
大
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
場
内
で
い
ち
ば
ん

深
い
所
に
布
設
さ
れ
て
い
た
送
水
ポ
ン

プ
室
か
ら
場
外
へ
向
か
う
連
絡
管
は
、

送
水
ポ
ン
プ
室
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
げ

地
上
を
這
わ
す
方
針
が
決
ま
っ
た
。
間

も
な
く
配
管
材
料
の
手
配
も
見
通
し
が

つ
い
た
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
に
関
し
て

は
四
月
十
二
日
に
工
事
を
完
了
す
る
目

途
が
立
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
中
本

さ
ん
は
場
内
の
す
べ
て
の
連
絡
管
の
復

旧
も
四
月
十
二
日
ま
で
に
な
ん
と
か
し

て
完
了
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談
を
企

業
局
か
ら
受
け
る
。
そ
れ
が
四
月
一
日

の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
連
絡
管

全
体
の
破
損
状
態
を
ま
だ
把
握
し
き
れ

て
い
な
か
っ
た
。
新
聞
は
懸
命
な
復
旧

工
事
を
報
じ
る
も
の
の
、
市
民
か
ら
は

早
期
復
旧
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。

　
困
難
で
は
あ
る
が
、
引
き
受
け
た
以

上
は
成
し
遂
げ
た
い
。「
仮
復
旧
工
事

を
十
二
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
作
業
か
ら
連
絡
管
の
被
害

状
況
を
想
定
し
て
、
職
員
全
員
で
議
論

し
な
が
ら
工
程
表
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

目
標
に
昼
夜
間
体
制
で
工
事
を
進
め
た

の
で
す
」
と
中
本
さ
ん
。
ち
ょ
う
ど
年

度
末
で
あ
り
、
さ
ら
に
震
災
の
復
旧
工

事
が
各
地
で
進
む
な
か
建
設
機
械
や
人

手
の
確
保
が
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
で
も

あ
り
、
特
に
配
管
業
者
の
手
配
に
は
苦

心
し
た
。
そ
れ
で
も
追
い
込
み
時
期
に

は
一
〇
〇
人
体
制
で
臨
み
、
大
き
な
余

震
も
発
生
す
る
な
か
、
十
二
日
夜
九
時

多
く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て

成
し
遂
げ
た
復
旧

送水ポンプ室から場外へ向かう仮連絡管
工期短縮を図るため、共同溝などの構造物の下に埋設さ
れていた配管のルートを変更し、仮連絡管を地上に這わ
せた。（写真：中原一隆）

手探りで早期復旧を目指す
管理棟の会議室に復旧工事事務所が設け
られた。工程表は職員全員で議論し、
日々追加・変更が加えられた。

復旧工事をまとめた

中本伸夫さん

大林組東京本店土木事業部コ
ストマネジメント部第三課担
当課長。「急がなければなら
ない工事だからこそ、関係者
とのコミュニケーションを大
切にしました」。

浄
水
場
関
係
者
の
方
々
が

若
手
担
当
者
へ
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

工事担当者の

石原口一人さん

東京本店土木事業部工事計画
部施工計画第一課主任。鹿島
地域で5年ほど仕事をしてい
たことがあり、現地の事情に
も詳しかった。

大
勢
の
人
た
ち
が
水
を
待
っ
て
い
る

と
に
か
く
早
く
復
旧
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
が
み
ん
な
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

100人体制で応急工事に臨む
昼夜間体制で工事を進めるなか、茨城県
の渡邉企業局長が現場を訪れ、工事関係
者一同にねぎらいと激励の言葉をかけた。

茨城県企業局から感謝状を
受け取る
早期復旧に対して大林組に感謝状が贈ら
れた。右は鹿行水道事務所の会沢所長。
中央は県OBであり現在は県企業公社の
飯島参事。左は中本所長。

仮復旧から本復旧へ向かう鰐川浄水場
大林組の懸命な応急復旧工事により水で満ちた急速ろ過池。本復旧は先ではあるが、浄水場の役割を果
たしている。（写真：中原一隆）

震災への対応 防災への取り組み

応急復旧工事が
行われた上水エリア
上水をつくる施設をつな
いでいる連絡管は大きな
被害を受けた。北端は取
水ポンプ（❶）。上水は北
側の沈殿池（❷）、急速ろ
過池（❸）、中間ポンプ棟

（❹）、活性炭接触池（❺）
を経て、浄水池（❻）に溜
められ、送水ポンプ（❼）
で神栖市内の配水場へ送
られる。

　
場
内
の
連
絡
管
や
共
同
溝
の
復
旧
方

針
は
、
鰐
川
浄
水
場
の
運
転
管
理
者
や

四
月
十
二
日
の

仮
復
旧
工
事
完
了
を
目
指
す

上水関連施設
場内配管補修工（上水系）位置

❶

❷

❸

❹
❺
❻
❼
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
、
内
陸

へ
の
復
旧
支
援
が
急
が
れ
て
い
た
一
方

で
、
津
波
で
大
打
撃
を
受
け
た
沿
岸
部

の
重
要
港
湾
等
で
も
応
急
対
応
が
始
ま

っ
て
い
た
。
社
団
法
人
日
本
埋
立
浚
渫

協
会
（
埋
浚
協
会
）
と
港
湾
関
連
団
体

が
協
力
し
、
三
月
十
一
日
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
。
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
と
埋
浚
協
会
が
結
ん
で
い
る
災

害
応
急
対
策
協
定
に
基
づ
き
、
た
だ
ち

に
東
北
の
重
要
港
湾
一
〇
港
﹇
八
戸
、

久
慈
、
宮
古
、
釜
石
、
大
船
渡
、
石
巻
、

仙
台
塩
釜
（
仙
台
港
区
・
塩
釜
港
区
）、

相
馬
、
小
名
浜
﹈
の
啓
開
作
業
が
要
請

さ
れ
た
。
港
湾
の
啓
開
と
は
海
中
の
障

害
物
を
取
り
除
い
て
、
船
が
航
行
で
き

る
状
況
を
回
復
す
る
こ
と
だ
。
津
波
で

さ
ら
わ
れ
た
も
の
が
沈
ん
で
障
害
物
と

な
っ
て
お
り
、
港
湾
の
復
旧
に
先
立
っ

て
ま
ず
啓
開
作
業
が
必
要
と
な
る
。
各

港
湾
ご
と
に
埋
浚
協
会
の
会
員
の
建

設
会
社
が
受
け
持
ち
、
各
社
は
急
遽
現

地
へ
向
か
う
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い

っ
た
。

　
仙
台
塩
釜
港
（
仙
台
港
区
）
の
啓
開

を
担
当
し
た
の
は
五
洋
建
設
で
あ
る
。

東
京
土
木
支
店
が
起
重
機
船
（
ク
レ
ー

ン
船
）
二
隻
を
手
配
。
三
月
十
四
日
に

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
の
基
地
港
に
停
泊
さ

せ
、
仙
台
港
区
に
向
か
う
準
備
を
進
め

て
い
た
。
応
急
資
材
に
加
え
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
散
水
車
も
積

み
込
ま
れ
た
。
港
湾
の
背
後
地
の
道
路

を
啓
開
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　
当
日
、
責
任
者
と
し
て
約
二
〇
人
の

人
員
と
と
も
に
現
地
へ
向
か
う
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
東
京
土
木
支
店
有
明
工

事
事
務
所
で
工
事
総
括
所
長
を
務
め
る

土
井
理ま

さ

伺し

さ
ん
。
夕
方
、
袖
ケ
浦
に
着

く
と
船
に
あ
る
食
糧
、
水
、
燃
料
の
量

を
確
認
し
た
。「
被
災
地
で
は
当
分
の

間
船
上
で
寝
泊
ま
り
す
る
必
要
が
あ
り
、

食
糧
と
水
が
足
り
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
翌
十
五
日
は
給
水

し
や
す
い
横
浜
大
黒
埠
頭
に
着
岸
し
、

食
料
も
で
き
る
限
り
買
い
出
し
に
回
り

ま
し
た
」。
仙
台
へ
向
け
出
港
し
た
が

悪
天
候
に
遭
い
、
十
六
日
に
一
旦
茨
城

県
常
陸
那
珂
港
へ
寄
港
、
十
七
日
昼
に

出
港
し
て
十
八
日
朝
に
仙
台
港
区
に
到

着
し
た
。
そ
の
と
き
、
起
重
機
船
は
沖

か
ら
湾
内
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
増
え
て

き
た
漂
流
物
に
遭
遇
す
る
。「
破
壊
さ

れ
た
養
殖
イ
カ
ダ
が
固
ま
っ
て
浮
い
て

い
た
り
、
海
中
に
漂
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
そ
れ
が
ス
ク
リ
ュ
ー
に
絡
み
つ

い
た
ら
お
し
ま
い
で
す
」
と
土
井
さ
ん
。

漂
流
物
の
除
去
と
と
も
に
、
本
格
的
な

啓
開
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。

　
仙
台
塩
釜
港
は
東
北
で
唯
一
の
国
際

拠
点
港
湾
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
北
米
、

東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
と

の
間
に
外
貿
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
を
も

っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
京
浜
港
を
結
ぶ

内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
、
ま
た
名
古
屋
、

苫
小
牧
と
の
間
に
フ
ェ
リ
ー
航
路
も
あ

る
。
被
害
状
況
は
地
震
に
よ
り
岸
壁
な

ど
が
沈
下
や
損
傷
を
受
け
、
津
波
が
港

湾
の
全
域
を
襲
っ
た
た
め
、
埠
頭
か
ら

多
数
の
貨
物
コ
ン
テ
ナ
や
ト
レ
ー
ラ
ー
、

一
般
車
両
な
ど
が
引
き
波
で
海
へ
引

被
災
し
た
国
際
拠
点
港
湾
・

重
要
港
湾
の
復
旧
へ
向
け
て

啓
開
が
要
請
さ
れ
る

起
重
機
船
に
資
材
と

工
事
車
両
を
積
み

海
路
で
仙
台
港
区
へ
向
か
う

国際拠点港湾の
仙台塩釜港（仙台港区）
仙台港区は掘り込み港湾。
国際物流の拠点港であり、
北米やアジアを結ぶ大型コ
ンテナ船が入港する。津波
によってコンテナヤードは
惨憺たる状況となった。

啓開作業を行った起重機船
国内最大級の360t吊起重機船「新富士」。300t吊の「富士」とともに仙台塩釜港へ向
かった。現地では250t吊「栄正号」、200t吊「38清水」を加えた4隻が啓開を行った。

震災への対応 防災への取り組み

コンテナが沈む
国際拠点港湾の
航路を啓開
復旧の足掛かりへ

輸送路確保のために動く

五洋建設 仙台塩釜港の航路啓開

航路・泊地

外港地区

－7.5m

－7.5m

－10m －14m －17m
40m

海
底
の
調
査
と
並
行
し
な
が
ら

約
五
〇
〇
個
の
障
害
物
を

引
き
揚
げ
る

仙台塩釜港（仙台港区）で行われた啓開作業
1 十分に打ち合わせし、安全第一で作業を行う。2 海底から引き揚げられた
障害物。貨物コンテナが全体の6割を占めた。3 起重機船による引き揚げ状
況。4 物流商品も流出していた。グラブバケットがつかみ揚げているのは大
量の紙。5 漂流物も船舶の航行の障害になる。写真は破壊された養殖イカ
ダ。巨大な塊になっている。

1

23

4

5

写真・資料提供：五洋建設（インタビュー写真は除く）
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引
き
揚
げ
、
そ
の
六
割
を
コ
ン
テ
ナ
が

占
め
た
。

　
作
業
に
あ
た
っ
た
人
員
は
ピ
ー
ク
時

で
六
〇
人
ほ
ど
。
と
り
わ
け
潜
水
士
の

確
保
に
は
苦
労
が
あ
っ
た
。
起
重
機
船

が
あ
っ
て
も
海
中
の
障
害
物
に
ク
レ
ー

ン
を
固
定
す
る
潜
水
士
が
い
な
け
れ
ば

作
業
は
で
き
な
い
。
潜
水
士
が
潜
れ
る

時
間
は
、
減
圧
症
を
防
ぐ
た
め
に
一
日

当
た
り
で
制
限
が
あ
り
、
水
深
が
深
く

な
る
ほ
ど
潜
水
可
能
時
間
が
短
く
な
る

た
め
、
交
代
要
員
が
必
要
に
な
る
。
フ

ェ
リ
ー
埠
頭
の
水
深
は
約
七
・
五
㍍
、

高
砂
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
以
東
で
は
水
深

一
七
㍍
を
超
え
る
。
当
初
の
一
二
、三

人
か
ら
二
〇
人
ほ
ど
に
増
員
さ
れ
た
が
、

東
北
支
店
が
秋
田
や
西
日
本
か
ら
手
配

し
て
し
の
い
だ
。

　「
作
業
は
チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
が
、

非
常
時
で
あ
っ
た
た
め
、
お
互
い
に
初

め
て
の
相
手
と
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

状
況
も
刻
々
と
変
わ
る
の
で
予
定
外
の

作
業
も
入
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
な
か
で

私
が
強
調
し
た
の
は
、
合
図
を
は
じ
め

基
本
事
項
を
し
っ
か
り
確
認
し
合
う
よ

う
に
、
と
に
か
く
打
ち
合
わ
せ
を
十
分

に
し
て
安
全
第
一
で
臨
む
こ
と
で
す
。

災
害
復
旧
を
行
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
が

事
故
を
起
こ
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
」。
そ
れ
を
支
え
、
啓
開
作
業
を
継
続

す
る
意
味
で
土
井
さ
ん
が
も
っ
と
も
重

き
ず
り
込
ま
れ
て
い
た
。
啓
開
の
範
囲

は
中
央
航
路
を
内
港
の
奥
か
ら
沖
の
防

波
堤
の
外
ま
で
約
六
〇
〇
〇
㍍
に
わ
た

っ
た
。

　
し
か
し
、
海
底
の
ど
こ
に
何
が
沈
ん

で
い
る
か
は
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
。

ナ
ロ
ー
マ
ル
チ
測
深
機
を
積
ん
だ
小
型

船
で
航
路
上
の
海
底
を
調
査
し
、
障
害

物
の
位
置
を
つ
き
と
め
る
こ
と
か
ら
啓

開
作
業
は
始
ま
っ
た
。
こ
の
測
深
デ
ー

タ
の
解
析
で
障
害
物
の
座
標
、
形
状
ま

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
き
揚

げ
は
土
井
さ
ん
が
乗
船
し
て
き
た
二
隻

の
起
重
機
船
に
東
北
支
店
が
手
配
し
た

二
隻
を
加
え
、
計
四
隻
で
あ
た
っ
た
。

解
析
デ
ー
タ
を
も
と
に
G
P
S
で
起

重
機
船
を
引
き
揚
げ
地
点
へ
誘
導
し
、

潜
水
士
が
海
中
へ
潜
る
。
海
底
で
ワ
イ

ヤ
ー
を
障
害
物
に
玉
掛
け
し
、
そ
の
合

図
で
船
上
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ク
レ
ー

ン
を
操
作
す
る
。「
全
域
を
調
査
し
て

か
ら
作
業
に
と
り
か
か
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
れ
だ
け
の
障
害
物

が
海
底
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
、
調
査
し
て
は
引
き
揚
げ
る
作
業
を

繰
り
返
し
続
け
ま
し
た
」
と
土
井
さ
ん
。

三
月
中
に
二
〇
〇
個
以
上
を
撤
去※

。
五

月
下
旬
ま
で
に
合
計
約
五
〇
〇
個
を

後
方
支
援
あ
っ
て
こ
そ

継
続
で
き
る
応
急
対
応

視
し
た
こ
と
は
全
員
の
毎
日
の
生
活
状

態
だ
っ
た
と
い
う
。
水
や
食
糧
、
寝
起

き
す
る
場
所
の
確
保
は
活
動
の
生
命
線

で
あ
る
。
燃
料
や
資
材
な
ど
も
不
足
し

て
い
く
。「
無
理
を
し
て
、
こ
れ
ら
が
切

れ
れ
ば
本
来
の
使
命
を
果
た
せ
な
く
な

る
ん
で
す
。
後
方
支
援
の
大
切
さ
と
有

難
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」。
今
後
の
災

害
復
旧
に
活
か
さ
れ
る
べ
き
貴
重
な
言

葉
で
あ
る
。

啓開作業を指揮した

土井理伺さん

五洋建設東京土木支店有明工
事事務所工事総括所長。「こ
れまでやってきた工事とはす
べてが違いました」。さまざ
まな場面で支援してもらった
関係者に深く感謝していると
語る。

食
糧
や
水
、燃
料
が
切
れ
れ
ば
、

応
急
作
業
を
継
続
で
き
ま
せ
ん
。

被
災
地
で
自
活
し
、安
全
に
作
業
す
る

体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

宿泊用に駆けつけた支援船
東京土木支店の手配で、下関に繋留されていた調査船「第8海
工丸」を急遽現地へ送り、ホテルシップとして使用。工事関係
者の宿泊や食事をバックアップした。

3月17日 支援物資を積んだ船が仙台塩釜港に入港
震災後、国土交通省九州地方整備局の浚渫兼油回収船「海翔丸」が仙
台塩釜港に入港。同船が積んでいた非常食、水などを支援物資とし
て提供した。また、起重機船にも重油を提供した。

撤去した障害物の
位置と数量
岸壁から中央航路に沿って
約500個の障害物を引き揚
げた。調査しながら引き揚
げる作業の連続だった。

引き揚げられた障害物
障害物は貨物コンテナをはじめ、コンテナトレーラーや一般車両などさまざま。港湾エリア内外に
あったものが海に引き込まれていた。

※各（被災）港湾における緊急の啓開作業によって、仙台塩釜港及び石巻港については同年4月1日より一般船舶の利用が可能になった。

震災への対応 防災への取り組み

障害物の引き揚げ、撤去作業
潜水士が潜って障害物を確認し、
玉掛けのあとクレーンで障害物を
引き揚げる。オペレーターとお互
いの姿を肉眼で確認できない中で
の作業であり、衝撃により変形し
たコンテナを吊り上げる難しい作
業でもある。

解析結果鳥瞰図

−3
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−7

−9

−11

−13

−15

−17

−21

−19

海底に沈む障害物
水深

現地調査で障害物の位置を確認する
ナローマルチ測探機を艤装した船で海底の状
況を測量。データ解析により沈んでいるコン
テナや車両などが立体的に可視化される。
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BCP訓練の
積み重ねが
生きた
震災発生時の
応急対応

先駆けて動く

大成建設 災害想定訓練と初動

　
大
規
模
な
災
害
や
事
故
な
ど
に
見
舞

わ
れ
た
と
き
に
、国
や
官
公
庁
、一
般
企

業
が
機
能
停
止
に
陥
る
こ
と
な
く
、
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み
が

日
本
で
広
ま
り
始
め
た
の
は
二
〇
〇
五

年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
府
中
央

防
災
会
議
が
あ
ら
ゆ
る
業
界
に
事
業
継

続
計
画（
B
C
P ※

）の
構
築
を
働
き
か
け

る
た
め
に
「
事
業
継
続
計
画
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
公
表
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
旧

日
建
連
は
、
首
都
直
下
地
震
に
備
え
る

行
動
指
針
と
し
て
「
建
設
B
C
P
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。
災
害
発
生

直
後
か
ら
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
工
事
を
は

じ
め
、
土
木
・
建
築
分
野
の
応
急
対
応

に
建
設
業
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。
事

業
継
続
が
社
会
的
な
使
命
で
あ
る
こ
と

を
建
設
業
界
は
強
く
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
建
設
各
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

事
業
継
続
計
画
を
立
て
、
訓
練
を
行
い
、

計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
体
制
を

定
着
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
東
日

本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
一
年
を
経
て

初
動
状
況
を
振
り
返
る
と
き
、
各
社
と

も
B
C
P
の
有
効
性
を
再
確
認
す
る

し
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
東
京
・
新
宿
の

本
社
と
首
都
圏
の
各
支
店
が
参
加
す
る

訓
練
を
実
施
。
各
地
域
の
支
店
単
位
の

訓
練
も
同
様
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
訓
練
は
「
社
員
及
び
家
族
の
安
否
確

認
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
社
員
は
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
方
法
で
安
否
の

登
録
を
行
っ
て
か
ら
、
自
宅
を
出
発
し
、

災
害
時
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
最
寄
り
の
地
区
拠
点
へ
集
合
す
る
。

拠
点
で
は
「
施
工
中
物
件
の
二
次
災
害

の
防
止
」、
重
要
業
務
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
「
元
施
工
物
件
の
復
旧
工
事
」
を

迅
速
に
進
め
る
体
制
が
つ
く
ら
れ
る
。

　
並
行
し
て
対
策
本
部
を
担
当
す
る
社

員
は
本
社
へ
集
合
し
、
社
長
を
総
本
部

長
と
す
る
災
害
対
策
総
本
部
を
立
ち
上

げ
、
土
木
対
策
、
建
築
対
策
、
得
意
先

対
応
、
保
安
対
策
の
各
本
部
な
ど
、
初

動
要
員
約
二
五
〇
人
で
構
築
。
こ
の
中

枢
組
織
が
動
き
だ
し
、
情
報
収
集
を
し

な
が
ら
対
応
方
針
の
決
定
、
拠
点
へ
の

指
示
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
本
社
で
訓
練
計
画
を
立
て
て
き
た
管

理
本
部
総
務
部
総
務
室
課
長
代
理
・
小

林
修
一
郎
さ
ん
は
三
月
十
一
日
の
初
動

に
つ
い
て
語
る
。「
毎
年
B
C
P
訓
練

を
重
ね
て
き
た
お
か
げ
で
自
分
た
ち
が

初
動
で
何
を
や
る
か
、
ど
う
動
く
か
、

す
で
に
各
社
員
の
身
に
つ
い
て
い
ま
し

た
」。
当
日
、
訓
練
の
想
定
と
大
き
く
異

な
っ
た
の
は
、
業
務
時
間
中
に
首
都
圏

で
は
な
く
東
北
の
広
域
が
被
災
し
た
こ

と
だ
。
本
社
で
は
対
策
総
本
部
の
体
制

も
す
ぐ
に
整
い
、
安
否
確
認
登
録
が
速

や
か
に
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
交
通
機

関
が
マ
ヒ
す
る
な
か
で
帰
宅
が
困
難
な

社
員
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま

た
、
東
北
支
店
へ
支
援
を
送
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
た
。
電
話
が
通
じ
に
く
い

状
況
下
で
東
北
支
店
、
そ
の
他
の
各
支

店
と
の
連
絡
・
情
報
収
集
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
夜
の
う
ち
に
支
援
ル
ー
ト
を
新
潟

経
由
に
決
定
。
翌
朝
に
は
本
社
か
ら
応

援
社
員
と
緊
急
支
援
物
資
を
載
せ
た
車

両
十
数
台
が
第
一
陣
と
し
て
新
宿
を
出

発
し
た
。

　「
地
震
直
後
は
翌
朝
に
応
援
が
出
せ

る
か
確
信
が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

建
設
業
で
重
視
さ
れ
る

B
C
P
の
構
築

と
と
も
に
、
今
後
に
向
け
て
新
た
な
取

り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
大
成
建
設
は
二
〇
〇
五
年
に
B
C
P

を
策
定
し
、
以
降
、
毎
年
大
規
模
災
害

対
策
訓
練
を
行
っ
て
き
た
。
事
業
継
続

上
、
最
も
条
件
の
悪
い
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
、
震
度
六
強
の
首
都
圏
直
下
型
地
震

が
休
日
未
明
に
発
生
す
る
こ
と
を
想
定

首
都
圏
直
下
型
地
震
を
想
定

し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
B
C
P

想
定
が
異
な
る
な
か
で

生
き
た
B
C
P
訓
練

※BCP：Business Continuity Plan

大成建設による災害時
BCP体制の目標復旧時間

東日本大震災では、地震発生直後にBCPの発動・安否確認システムを作動させ、災害対策総本部を設置。13日ま
でに作業所2次災害防止の措置と元施工物件などの応急的な復旧工事を再開させた。14日には作業所の工事再開を
果たすなど、訓練の積み重ねは目標を上回る実効性を生んだ。

東北支店へ向けた緊急支援物資第1陣
東日本大震災が起きた3月11日、災害対策総本部は夜を徹して情報収集
を行い、支援物資を調達。翌朝、応援社員とともに本社を出発した。

被災地で避難所に
支援物資を届ける
3月24日、地元住民約
800人が避難していた
多賀城市文化センター
にミネラルウォーター
を提供。

大成建設本社で実施された
2010年度のBCP訓練
災害対策総本部を立ち上げ、初動体制構築訓
練、復旧体制構築訓練などが行われた。カラ
ーベストを着ているのは各対策本部長。役割
ごとに色別けされ、一目で所在がわかる。

震災への対応 防災への取り組み

事業継続の
取り組みの概要
企業ごとに事業継続
計画（BCP）を策定
し、実施・運用しな
がら計画内容の見直
しを図っていく。継
続的な改善を図って
いくことが重要であ
る。「建設BCPガイ
ドライン」より。

経営層に
よる見直し

点検および
是正措置

教育・訓練
の実施

方針

計画

実施および
運用

継続的改善

BCPの発動（震度6弱以上自動発動）
安否確認システム作動

自身と家族の安全確保
会社へ安否状況の確認登録

第3次復旧体制
目標2週間

第2次復旧体制
目標48時間

第1次復旧体制
目標24時間

元施工物件などの
応急的な復旧工事開始

作業所の
工事再開

応急的復旧工事
完了

作業所2次災害
防止措置

災害対策総本部の設置
各対策本部または、指定され
た地区拠点に集合し、非常
時活動に従事する

地震
発生

写真提供：大成建設（インタビュー写真は除く）
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そ
れ
が
で
き
た
。
訓
練
の
想
定
と
は
条

件
が
違
い
ま
し
た
が
、
対
策
本
部
の
役

割
は
基
本
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。
訓
練

で
習
熟
し
て
い
た
成
果
だ
と
思
い
ま

す
」
と
小
林
さ
ん
。
輸
送
手
段
の
確
保

や
緊
急
車
両
の
通
行
許
可
、
被
災
地
へ

行
く
人
員
の
宿
泊
と
い
っ
た
事
項
も
過

去
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
全
国

の
支
店
が
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
請

に
応
え
て
復
旧
支
援
は
続
け
ら
れ
て
き

た
。

　
震
災
発
生
か
ら
八
カ
月
後
の
昨
年

十
一
月
十
二
日
、
本
社
で
は
東
日
本
大

震
災
の
支
援
活
動
の
な
か
で
得
た
教
訓

を
も
と
に
、
二
〇
一
一
年
度
の
大
規
模

災
害
対
策
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
前
年

度
ま
で
と
の
違
い
は
首
都
圏
か
ら
離
れ

た
地
域
の
被
災
を
想
定
し
、
本
部
を
中

心
と
し
た
被
災
支
店
へ
の
支
援
体
制
強

化
を
B
C
P
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
だ
。

　
今
回
は
東
海
地
震
で
名
古
屋
支
店
と

横
浜
支
店
エ
リ
ア
の
被
災
を
想
定
。
被

災
側
、
支
援
側
の
両
方
が
連
動
す
る
か

た
ち
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
支
援
側
と

し
て
関
東
圏
の
支
店
の
ほ
か
に
名
古
屋

に
隣
接
す
る
関
西
支
店
が
参
加
し
、
さ

ら
に
東
名
高
速
道
路
が
使
え
な
い
場
合

の
支
援
ル
ー
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
北

信
越
支
店
も
加
わ
っ
た
。
参
加
人
数
は

約
八
〇
〇
〇
名
。
支
援
す
る
本
社
・
支

店
側
は
支
援
物
資
の
調
達
方
法
や
応
援

要
員
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
、
各
対
策

本
部
の
役
割
と
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
た
。

　
一
方
で
被
災
支
店
側
の
支
援
の
受
け

入
れ
態
勢
も
強
化
さ
れ
た
。
小
林
さ
ん

は
言
う
。「
支
援
を
受
け
る
側
が
ど
の

く
ら
い
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
か
を
具

体
的
に
考
え
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
適
切
な
規
模
の
物
資
や
応

援
を
要
請
で
き
な
い
。
大
き
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
地
域
に
ど
の
く
ら
い
の
数

の
現
場
や
元
施
工
物
件
が
あ
る
か
事
前

に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
け
ば
、

要
請
す
る
支
援
の
規
模
を
す
ば
や
く
把

握
す
る
助
け
に
な
り
ま
す
」。

　
さ
ら
に
三
月
十
一
日
の
帰
宅
困
難
者

の
発
生
を
受
け
、
徒
歩
帰
宅
訓
練
や
、

帰
宅
困
難
者
対
応
訓
練
も
実
施
し
た
。

同
社
で
は
二
〇
一
〇
年
に
新
宿
・
初
台

の
単
身
寮
を
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
拡
充
し
て
改
修
済
み
で
、
震
災
当
日

も
帰
宅
困
難
と
な
っ
た
女
性
社
員
に
急

遽
開
放
し
た
。
今
後
も
帰
宅
困
難
者
等

の
対
応
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
B
C
P
と
訓
練
に
つ

い
て
小
林
さ
ん
は
、
地
震
を
は
じ
め
と

す
る
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
、
国
が
今

後
ど
の
よ
う
に
被
害
想
定
を
見
直
す
か

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
言

う
。「
ま
ず
は
そ
の
想
定
に
対
応
し
た

B
C
P
を
い
ち
早
く
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
し
ょ
う
」。
よ
り
実
効
性
の
高

い
B
C
P
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

BCPの担当者

小林修一郎さん

管理本部総務部総務室課長代
理。毎年実施するBCP訓練
の計画も立てている。

初
動
で
何
を
や
る
か
、

ど
う
動
く
か
、

す
で
に
社
員
の
身
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。

震災後に実施された訓練
1 地震発生とともにヘルメットを着用し、身の安全を確保する訓練。2 本社に設置された災害対策総本
部はテレビ会議システムで各支店と連携をとる。3 新宿センタービルの非常用発電機や備品倉庫の防災
施設を確認する。写真は災害時の非常用電話を使用する訓練。4 帰宅困難者対応訓練。帰宅困難となっ
た女性社員対応のため防災拠点であるプレミール初台を宿泊施設と想定し、歩いてルートを確認した。

震災への対応 防災への取り組み

震
災
後
の
訓
練
で

被
災
側
と
支
援
側
の

応
急
体
制
を
再
確
認
す
る

1 2 3 4


